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本
庄
西
中
学
校

奥
野
　
未
梨
　
議
員

本
庄
南
中
学
校

布
施
　
琴
羽
　
議
員

本
庄
第
一
中
学
校

齊
藤
　
真
凛
　
議
員

児
玉
中
学
校

中
野
　
廉
太
朗
　
議
員

本
庄
東
中
学
校

今
井
　
椛
乃
　
議
員

生徒全員へのタブレット導入につ
いて／避難所となる体育館などへ
のエアコンの設置について

災害時の対応について

東京オリンピック・パラリンピッ
クに向けての福祉活動について

部活動の取り組みについて

中山道の活性化について

※質問・答弁の内容は、要約して掲載しています。ご了承ください。※質問・答弁の内容は、要約して掲載しています。ご了承ください。

表紙写真　参加生徒（敬省略）
上段左から【本庄南中】諏訪瑞保・野枝佑吏・布施
琴羽【本庄西中】髙橋愛華・福島直太郎・奥野未梨　　
【本庄第一中】齊藤真凛・倉谷聡馬・新井瑠美奈
下段左から【本庄東中】今井椛乃・原田庸佑・小暮　
由愛【児玉中】中野廉太朗・根岸大樹・片山桃花
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次
世
代
を
担
う
中
学
生
に
、
市
政
へ
の
関
心
を
深
め
て
も
ら
う

こ
と
を
目
的
に
実
施
し
て
い
る
「
中
学
生
ま
ち
づ
く
り
議
会
」
が

２
月
４
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
内
の
中
学
校
５
校
か
ら
各
３
名
の
代
表
者
が
中
学
生
議
員
と

な
り
、
緊
張
し
な
が
ら
も
堂
々
と
、
市
政
に
対
す
る
質
問
や
提
案

を
述
べ
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、　
中
学
生
議
員
か
ら
出
さ
れ
た
質

問
や
答
弁
の
概
要
と
議
員
提
出
議
案
の
内
容
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

質
問
：
本
庄
西
中
学
校
に
は
、
20
台
の

タ
ブ
レ
ッ
ト
が
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

生
徒
一
人
に
一
台
導
入
し
て
い
た
だ
け

な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
今
年
度
は
、

台
風
の
影
響
で
市
内
小
中
学
校
の
体
育

館
が
避
難
所
に
な
り
ま
し
た
。
大
地
震

の
際
も
避
難
所
に
な
る
と
思
い
ま
す
が
、

エ
ア
コ
ン
を
完
備
で
き
な
い
で
し
ょ
う

か
。

答
弁
：
大
規
模
な
タ
ブ
レ
ッ
ト
整
備
に

は
、
予
算
や
通
信
環
境
整
備
な
ど
の
課

題
が
あ
り
ま
す
が
、国
の
策
定
し
た
「
教

育
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備
方
針
」

に
基
づ
い
て
、
学
習
環
境
の
充
実
を
図

っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
次

に
、
体
育
館
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
に
つ

い
て
は
、
す
ぐ
に
設
置
す
る
こ
と
は
難

し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
、
体
育

館
を
避
難
所
と
し
て
開
設
す
る
時
に
は
、

県
が
ス
ポ
ッ
ト
エ
ア
コ
ン
を
借
り
ら
れ

る
よ
う
に
し
て
く
れ
ま
し
た
の
で
、
活

用
し
て
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

質
問
：
異
常
気
象
で
、
自
然
災
害
が
多

く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
災
害
時
、
市
が

ど
の
よ
う
に
市
民
に
情
報
伝
達
す
る
の

か
、
避
難
所
に
は
ど
の
程
度
の
水
・
食

料
・
生
活
用
品
が
あ
る
の
か
伺
い
ま
す
。

ま
た
、
避
難
所
で
私
た
ち
中
学
生
に
で

き
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

答
弁
：
災
害
時
の
情
報
発
信
の
手
段
と

し
て
は
、
防
災
行
政
無
線
や
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
メ
ー
ル
配
信
等
や
聴
覚
障
害

者
へ
の
フ
ァ
ッ
ク
ス
に
よ
る
情
報
発
信

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
避
難
所
の
備
蓄
品

は
、
避
難
者
数
１
万
５
千
人
を
想
定
し

準
備
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
長
期
間
の

避
難
も
想
定
さ
れ
ま
す
の
で
、
企
業
・

事
業
者
や
他
市
と
防
災
協
定
を
結
び
、

物
資
等
の
提
供
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。
避
難
所
で
中
学
生
に
で

き
る
こ
と
は
高
齢
者
等
の
荷
物
運
び
な

ど
色
々
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
気
持
ち
を

大
事
に
し
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
に
役
立

つ
こ
と
を
探
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

質
問
：
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
学
校

で
福
祉
体
験
を
す
る
こ
と
で
障
害
者
へ

の
理
解
等
が
深
ま
る
と
思
い
ま
す
の
で

学
校
で
福
祉
体
験
を
実
施
し
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
外
国
人

観
光
客
の
た
め
に
公
共
施
設
の
看
板
は

ど
の
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

最
後
に
、
障
害
者
へ
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

答
弁
：
現
在
、
公
立
小
中
学
校
で
は
総

合
学
習
で
「
車
い
す
体
験
」
や
「
ア
イ

マ
ス
ク
着
用
で
の
歩
行
体
験
」
な
ど
を

取
り
入
れ
て
お
り
、
今
後
も
、
新
た
に

取
り
入
れ
ら
れ
る
も
の
が
無
い
か
検
討

し
て
い
き
ま
す
。
次
に
、
外
国
人
の
た

め
の
看
板
に
つ
い
て
で
す
が
、
英
語
に

よ
る
表
記
も
追
加
し
た
り
ピ
ク
ト
グ
ラ

ム
を
活
用
す
る
な
ど
の
工
夫
を
行
っ
て

い
ま
す
。
最
後
に
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対

応
で
す
が
、
公
共
施
設
で
の
段
差
解
消

等
や
広
報
紙
の
内
容
を
読
み
上
げ
た
CD

及
び
点
字
化
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

質
問
：
部
活
動
の
時
間
が
以
前
よ
り
も

短
く
な
っ
て
い
る
た
め
、
活
動
の
質
を

高
め
る
た
め
の
工
夫
を
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
部
活
動
の
質
を
高
め
る
方
法

と
し
て
、
各
競
技
の
元
プ
ロ
選
手
な
ど

を
招
き
、
中
学
生
向
け
に
ス
ポ
ー
ツ
教

室
な
ど
が
で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま

た
、
そ
の
よ
う
な
活
動
が
行
わ
れ
て
い

た
ら
、
ど
の
よ
う
な
も
の
で
し
ょ
う
か
。

答
弁
：
市
で
は
、
シ
ル
ク
ド
ー
ム
な
ど

を
管
理
し
て
い
る
指
定
管
理
者
と
連
携

し
て
、
プ
ロ
野
球
イ
ー
ス
タ
ン
リ
ー
グ

の
開
催
や
プ
ロ
選
手
に
よ
る
野
球
教
室

な
ど
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
指
定
管
理

者
が
行
う
事
業
と
し
て
は
、
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
出
場
選
手
や
有
名
選
手
を
招
い

て
の
教
室
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

小
学
生
向
け
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、

中
学
生
向
け
の
教
室
や
一
流
選
手
の
プ

レ
ー
を
間
近
で
体
感
で
き
る
よ
う
な
機

会
を
提
供
で
き
る
よ
う
、
指
定
管
理
者

と
連
携
し
て
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

質
問
：
本
庄
駅
南
口
周
辺
は
、
明
る
い

街
並
み
が
広
が
っ
て
い
る
一
方
、
北
口

周
辺
は
閑
散
と
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

北
口
側
に
は
中
山
道
が
通
り
、
こ
の
中

山
道
を
活
性
化
さ
せ
る
こ
と
で
、
本
庄

市
の
PR
に
な
る
と
考
え
ま
し
た
。
そ
こ

で
、
活
性
化
の
た
め
に
ど
の
よ
う
な
こ

と
を
し
て
い
ま
す
か
。
ま
た
、
観
光
客

が
増
加
し
た
場
合
、
駅
北
口
地
区
の
整

備
を
進
め
る
こ
と
は
可
能
で
し
ょ
う
か
。

答
弁
：
中
山
道
に
つ
い
て
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
や
観
光
協
会
発
行
の
「
観
光
ガ
イ

ド
」
で
の
紹
介
、
中
山
道
本
庄
宿
に
つ

い
て
学
べ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
、
旧

本
庄
商
業
銀
行
煉
瓦
倉
庫
の
活
用
な
ど

を
通
し
PR
を
し
て
い
ま
す
。

　
併
せ
て
、
電
線
類
を
地
中
化
す
る
事

業
も
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
駅
北
口

周
辺
を
対
象
と
し
た
「
本
庄
駅
北
口
周

辺
整
備
基
本
計
画
」
の
検
討
を
進
め
て

お
り
、
来
年
度
の
策
定
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

みんなで取り組む福祉活動
～ＯＮＥ　ＴＥＡＭを目指して～
　昨年10月に発生した台風19号をはじめ、
日本ではさまざまな自然災害が猛威をふるい、
そのたびに、各地に甚大な被害をもたらして
います。そんな中、私の目に飛び込んできた
のが、被災地を支援するボランティアの方々
です。東日本大震災や九州豪雨など、まだ記
憶に新しい災害でもボランティアの方々が話
題にあがっていました。また、「スーパーボラ
ンティア」としてさまざまな場所で活躍して
いる尾畠さんにも注目があつまりました。
　これらのことをきっかけに、私にも何かで
きることはないかと思い、福祉活動について考
えることにしました。児玉中学校では、福祉活
動の一環として、ベルマーク、ペットボトルキ
ャップの回収を行っています。ベルマークは、
教育活動の援助に、ペットボトルキャップはワ
クチンになります。赤い羽根、緑の羽根募金で
は、学校で集めるのに加え、生徒会本部役員と
福祉委員が、近所のお店や祭りでの街頭募金も
行っています。夏休みを利用しての保育ボラン
ティアにも参加する生徒もいます。現地に行く
ことができなくても、誰かの助けになることが
いっぱいあると思います。
　そこで、次のような活動を提案します。
「福祉に対する正しい理解を身に付け、各学
校の実態に合わせて福祉活動に全校生徒で取
り組むこと」です。
　この活動を、本庄市の全中学生で行ってい
くことで、福祉に対する興味や、活動自体が
広がり、協力が必要不可欠な現代社会を力強
く生きていくきっかけになると思います。

児
玉
中
学
校

片
山
　
桃
花
　
議
員

議員提出議案
１年間の全中学校での取り組みを提案


